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高等部の作業学習で取り組んでいる製品を、多くの保護者の方に知っていた 

だくために、８月２日からの個人懇談の期間、校内で作業製品の販売を行いま 

した。木工班のコースターや窯業班のお皿、縫製班のかばんや皮革班のケース 

などたくさんの製品が販売されました。小学部や中学部の保護者の方々も関心 

を持って、手にとって、じっくり見てくれていました。また、近くにいる教員 

にもいろいろと質問し、購入していただきました。高等部の取組を知っていただく良い機会になりました。 

 

 

 

 

 

８月１９日（金）、南紀支援学校と合同で PTA進路部研修会を行いました。 

近隣の福祉サービス支援事業所の目的や取組の内容について理解を深め、 

卒業後の進路選択、進路決定に役立てる機会とするということで、「ころ 

ん」「白浜コスモスの郷」「チャレンジド白浜」、「TETAU」、「南紀あけぼの 

園」の５事業所の方に来ていただき、各事業所の施設や運営方針、活動内 

容等を説明していただきました。今回は、新型コロナウィルス感染症対策 

のため、南紀支援学校で、事業所の方は各教室、はまゆう支援学校の保護 

者はランチルーム、南紀支援学校の保護者は講堂にわかれて、オンラインで行いました。保護者の方々

は、熱心に説明を聞いておられて、全体での説明の後、各事業所のブースに出向き、個別に質疑応答を

していました。 

 

  

 

南紀はまゆう支援学校（仮称） 

の教育課程を編成するために、 

「南紀はまゆう式マネジメント 

システムの構築」を研究・研修 

テーマとして、両校で学部研修 

に取り組んでいます。これまで、教育委員会特別支援教育室

より、和田指導主事、宮本指導主事に来ていただき、研修を

進めてきました。夏季休業中は、更に、福岡大学の徳永豊先

生とオンラインで、８月１日は、「授業づくりと教育課程の基

礎」、８月２９日には「Sシートの活用」についての講演をき

き、教科指導や実態把握について知識を深めることができま

した。具体的に詳しく説明していただくことができ、有意義

な研修となりました。 

 

  

 

令和５年度の統合にむけて、夏季休業中に

様々な現職教育が行われました。基本研修では、

両校の取組や実態について理解を深め、専門性

の向上を図るため、ベテランの教員が講師とな

り、知的障害、肢体不自由、聴覚障害の３部門

について、両校合同で各グループに分かれて、

研修を行いました。各部門とも、これまでの取

組を丁寧に説明した 

り、難聴体験を行っ 

たりと、わかりやす 

い内容で今後の指導 

に生かされていくと 

思います。 
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